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質疑応答を含めたトークセッションでは、

行政説明や高校生の探究活動の内容につい

て聞きたいことを質問してもらいました。

BRIDGE構築事業とは

変化が激しく先の見通しが立ちにくい「VUCA（ブーカ）」時代に対応し、持続可能な社会を
創造する子ども達を社会全体で育むため、令和７年度から実施している事業です。
BRIDGE構築事業では、生徒・教員・地域に向け、４つのプロジェクトに取り組んでおり、総

合的な探究の時間合同説明会は、「『実社会・実生活と結び付いた課題設定』支援プロジェク
ト」として実施しています。合同説明会の目的は、地域の方に探究活動の理解を深めていただき、
生徒の探究活動の支援の輪を拡充させることです。
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質疑応答

昨今の深刻なオーバーツーリズムによる様々な問題を減らすため、観

光客を分散させる方法として、上川管内の隠れた名所や高校生がおすす

めしたい場所をまとめたマップを作成しました。

試作品の段階で、校内外からのフィードバックを踏まえ、デザインの

視認性の向上や、北海道特有の難読地名に対するふりがな対応など、試

行錯誤を重ねて改善を図ってきました。現在は英語版も作成中であり、

今後は観光客が実際に手に取ることのできる場所への配置を目指してい

ます。

探究活動を通じた学びについて、旭川商業高校の生徒は「広い視野をもち、知らないこと

を知ろうとする力が身に付いた」、「地元の人でも知らない観光名所の価値を再発見でき

た」などと話してくれました。伴走支援をした先生は、自発的に取り組む生徒たちの姿を見

て、「教え込むのではなく、最後まで突き進めるよういかに支えるかが大切だと改めて思っ

た」と振り返り、「グループ活動を通じて各自が役割を見出し、それぞれの能力を高めてい

る。未知への探究力や、物事を俯瞰して捉える力が身に付いたのではないか」と生徒の成長

について語ってくれました。

質疑応答では、「探究活動は時間割に含まれているのか」、「これほどのクオリティに
仕上げるまでに、どのくらいの時間をかけたのか」などの質問が寄せられました。これに
対し、旭川商業高校では、「課題研究」という授業の中で活動していることや、「課題研
究」は３年生で３単位を設置していることについて説明しました。また、伴走支援を担当
していた先生からは、「基本的に授業内で取組んでいるが、生徒たちは口に出さずとも、
放課後や自宅でも自主的に取り組んでいたと思う」との回答がありました。インターン
シップ等で協力していただいている企業の方々には「探究」という言葉を初めて耳にする
方も多かったようですが、対話を通じて、活動への理解を深めていただく貴重な機会とな
りました。


